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本研究では，原動機付自転車または二輪自動車の運転経験がある健常な成人を対象に原動機付自転車

のブレーキあそび量を変更して制動実験を行い，あそび量が目標停止位置への制動に与える影響につ

いて検討した．  

その結果，ブレーキあそび量と車両の停止位置との関連性について，前輪ブレーキと後輪ブレーキは

それぞれ一定のあそび量で目標停止位置と車両の停止位置との距離の差が大きくなる境界部分があ

ると明らかになった． また，ブレーキ操作感覚の変化と車両挙動の変化が前後輪のブレーキで一致

していないことが明らかになった．運転者はあそびの調整を行った後の運転で違和感を覚えたり，ブ

レーキ操作の加減を誤ったりする可能性がある． 
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